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房総半島に残る戦争遺跡について ―人文科学研究所総合研究の記録 
 
田中 正敬 
 
１．はじめに ―総合研究の概要 
 
 専修大学人文科学研究所では、2017 年 3 月 27 日（月）～28 日（火）の両日、所員および特
別研究員、研究参与合計 19 名（1 名は 1 日目の夕刻より合流）で、「房総の史跡をめぐる」と
いうテーマで総合研究を行なった。筆者は人文研事務局長として総合研究の企画にかかわると
ともに、一部の遺跡について検討しこれを現地で報告した。小稿は総合研究の記録、そして筆
者の担当した報告について纏めたものである。 
 総合研究当日の 3 月 27 日は朝の 8 時 40 分に川崎駅に集合、貸切バスで出発した。東京湾ア
クアラインを経由して木更津から内房を南下したが、天候悪しく当初予定していた鋸山日本寺
は断念、早めの昼食を取り館山市街を抜けて、鉈切洞窟遺跡に向かった。これは、海南刀切神
社（見物区）と道路を挟んだ、船越鉈切神社（浜田区）境内の遺跡である。船越鉈切神社の本
殿は洞穴の中に建てられており、豊玉姫命を祀っている。いわゆる海食洞穴で、縄文時代後期
から利用され古墳時代には墓としても使われた。古墳は、一般に墳丘を持つ古墳としてイメー
ジされるが、実際は多様な形態が存することを分析した資料や、1956 年に行われた発掘の調査
報告など、土生田純之氏から提供された資料により確認。神社には案内の掲示があり、鉈切洞
穴については、「約 6000 年前の縄文海進の時にできた海食洞穴。館山湾に面した標高約 25m の
海岸段丘にあり、洞穴の入口は高さ 4.2m、幅 5.85m、奥行 36.85m と大きい。縄文時代後期か
ら使用され、古墳時代には一部が墓所として利用されていた。その後は海神を祀る神社として
地元漁民の信仰をあつめ、現在に至る」と記されている。 
 ついで、近くにある赤山地下壕跡に到着。後述のとおりこの壕は、海軍が 1930 年代から館山
海軍航空隊付近に建設したものであり、一般的にアジア・太平洋戦争末期に掘削、利用された
ものが多い地下壕のなかでは比較的早期につくられたものとして知られる。 
 地下壕についての説明を田中が行ない地下壕を見学した後、鴨川市の誕生寺まで移動。 
 誕生寺についての案内には「日蓮聖人は、貞応元年（1222）2 月 16 日、小湊片海の地に降誕
した。その時、庭先から泉が湧き出し産湯に使った「誕生水」、時ならぬ時に浜辺に青蓮華が咲
いた「蓮華ケ渕」、海面に大小の鯛の群れが集まった「妙の浦」という不思議な「三奇端」が伝
えられている。／聖人は幼名を善日麿といい 12 歳までこの地で暮らした。文永元年（1264）聖
人は母梅菊の病を祈願し蘇生させる。延命した母梅菊はそれを記念し、「菩薩荘厳堂」を創建。 
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一宮町の防災対策について話を伺う 
 
その後直弟子日家上人が建治 2 年（1276）10 月、聖人生家跡に一宇を建立し高光山日蓮誕生寺
と称したのが当山の始まりである」（1）と記されている。 
 その後、さらに外房を北上して一宮町に入る。一宮の釣ケ崎海岸は、2020 年開催の東京オリ
ンピックのサーフィン競技の会場として予定されている。この海岸線から奥に入ったところが、
いわゆる「ふ号作戦」が実行された風船爆弾放球の地である。風船爆弾とは、偏西風を利用し
てアメリカに向けて気球を飛ばし、登載した爆弾により被害を与えるというものであった。そ
の性格上精密な爆撃は期しがたく、もっぱら心理的に圧迫を加えることを目的としていたよう
である。一宮町の発射基地であったところに当時を想起させるものはない。南北に点々とのび
ていた発射台の一つがあったところに「風船爆弾打ち上げ基地跡」の碑が残るのみである（2）。
碑文には 
      風船爆弾打ち上げ基地跡 
風船爆弾とは、和紙をこんにゃく糊で貼り合わせて作った直径約 10 メートルの巨大気球
で、中に水素ガスを入れ爆弾を積んだ兵器です。太平洋戦争末期の昭和 19 年（1944）秋
から翌年春まで、偏西風に乗せてアメリカ本土へ向けて飛ばしました。 
打ち上げ基地は全国で 3 ヶ所でした。 
一宮（千葉）大津（茨城）勿来（福島）に造られ、一宮には 12 ヶ所の発射台があり、約
2500 個を打ち上げたといわれています。 
一宮町教育委員会      平成 24 年 3 月 
                                                                 
（1） http://www.tanjoh-ji.jp/nichiren.html（大本山小湊誕生寺 公式サイト）。 
（2） 同所には、江戸幕府の名により沿岸防備のため 5 ヵ所の砲台を建設した「加納藩台場跡」の碑も残さ
れている。 
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と記されている。 
 翌日、一宮町長の馬淵昌也氏の解説を受けつつ前述の釣ケ崎海岸を見学した。馬淵氏は、1991
年から 98 年まで本学の経済学部で教鞭を執られた方である。その後、一宮町保健センター会議
室で、役場の方から一宮町の防災対策の現状と課題について資料を見ながら話をしていただい
た。周知の通り九十九里海岸は東日本大震災で津波の被害を受けており、幸いなことに一宮町
では人的な被害はなかったようであるが、その対策は喫緊の問題である。私どもにも防災に関
わる研究をしているメンバーがおり、町長も交えた質疑応答の中で活発な議論がなされるとと
もに、今後研究面での交流を深めていこうということになった。 
 会議終了後、町長の案内で玉前神社と芥川荘を見学した。玉前神社は『延喜式神名帳』にも
名前が登場する長い歴史を持った神社であり、玉依姫命を祀っている。芥川荘は一宮館という
旅館の離れで、芥川龍之介が 1914 年と 16 年に滞在したことで知られる。 
 一宮町を出発後、一行はさらに北上し香取市に入った。佐原で昼食を済ませ、古い町並みが
保存された地域にある伊能忠敬の旧宅を見学した。その後、伊能忠敬紀念館で紺野浩幸氏より
丁寧な解説をして頂いた。最後に香取神宮を見学、松尾氏と土生田氏による解説を受け、帰京
した。 
 
 
２．「軍郷」としての千葉 
 
 日本の各地には多くの戦争関連遺跡が残されており、保存運動も進められている（3）。千葉県
にも東京湾および太平洋側に面した房総半島の地理的条件から数多くの戦争関連施設が造ら
れ、その遺跡が存在する（4）。 
 かかる施設は、戦争とともに拡充してきた。たとえば、第一次世界大戦後の軍縮では師団の
削減や軍艦の廃棄などが行われたが、余った軍事費は軍の近代化にあてられ、砲台には軍艦の
大砲が据えられた。男子中等学校以上で軍事教練を実施するなど、教育と戦争との結びつきが
強まっていったこと（5）、また新兵器としての航空兵器が注目され航空基地が建設された（6）の
                                                                 
（3） 戦争遺跡の概要については、十菱駿武・菊池実編『しらべる戦争遺跡の事典』（柏書房、2002 年）、同
『続 しらべる戦争遺跡の事典』（同、2002 年）が網羅的に紹介している。 
（4） 本稿における千葉県と戦争の記述で註を付していないものについては、山村一成「戦争と軍郷千葉」
（三浦茂一編『図説 千葉県の歴史』河出書房新社、1889 年）、および千葉県歴史教育者協議会編『千
葉県の戦争遺跡をあるく―戦跡ガイド＆マップ』（国書刊行会、2004 年）、千葉県史料研究財団『千葉
県の歴史 通史編 近現代 2』（千葉県、2006 年）所収の諸論稿を参照した。 
（5） 神田文人「軍の近代化と軍郷千葉」（千葉県史料研究財団『千葉県の歴史 通史編 近現代 2』千葉県、
2006 年）。 
（6） 詳しくは、土田宏茂「下総台地の軍事化」（荒川章二編『地域のなかの軍隊 2 関東 軍都としての帝
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も、第一次世界大戦前後のことである。アジア・太平洋戦争末期には、とりわけアメリカ軍上
陸が予想される地域の防備のための施設が造られた。 
 次に、千葉県の戦争関連施設について地域別に見ることとしたい。 
 幕末、佐倉藩では砲術訓練のために現在の佐倉市木戸場に下志津火業所を置き、大砲の試射
場とした。その後この地は砲兵用演習場とされ、1938 年に至るまで拡張されていった。1886
年に陸軍砲兵射的学校を開設、1922 年に野戦重砲兵第 4 連隊が配置されると、陸軍野戦砲兵学
校に改称された。この地は航空機についても関係が深く、1920 年に所沢の陸軍航空学校の分校
として陸軍航空学校下志津分校を開設、1924 年には下志津飛行学校となった。その分校は銚子
にも設置されている。 
 1873 年に日本の全国が 6 軍管に分けられると、千葉県は第一軍管東京鎮台の管轄下に入り佐
倉に営所が置かれた。翌年には第二連隊の本部が置かれたが、この軍隊は西南戦争、日清・日
露戦争に派遣され、特に日露戦争では大きな人的損害を被った。日露戦争後には 57 連隊を佐倉
に編成した。この連隊は、関東大震災や二・二六事件に際して出動、満州事変以後は中国東北
地方に行きノモンハン事件に参戦、アジア・太平洋戦争時にはフィリピンへ転戦、レイテ島で
は多くの兵士の命が奪われた。 
 千葉では 1908 年に交通兵旅団司令部・鉄道連隊を設置、後に連隊を誘致、陸軍歩兵学校や陸
軍気球隊が置かれた。1931 年に千葉連隊区指令部、1938 年に陸軍戦車学校、1944 年に陸軍防
空学校など、軍事関連施設が次々と作られていった。 
 現在の習志野市とその周辺には、習志野原演習所をはじめとして糧秣廠倉庫や陸軍衛戍病院
が置かれた。「習志野」という名称は、1873 年の近衛兵の演習を行なった際に、明治天皇が命
名したとされている。1899 年には習志野演習場の一角に騎兵連隊が置かれ、騎兵第一・第二旅
団として編成された。 
 その後、騎兵連隊は日露戦争にも派遣されたが、その様子は、司馬遼太郎の『坂の上の雲』
に、騎兵第一旅団長であった秋山好古を通じて描かれている。旅団司令部が置かれていた習志
野市大久保の商店街にはその活躍が記された碑が建っている。近隣の東邦大学の中にも「騎兵
第十三連隊発祥之地」の碑とともに司馬遼太郎の文学碑があり、周辺の「町おこし」にも一役
買っている。 
 騎兵連隊はこうした「輝かしい歴史」ばかりで彩られているわけではない。1923 年の関東大
震災時には最も早く東京・横浜方面に出動した部隊の一つともなり、出動した地域で朝鮮人を
虐殺したり習志野に収容した朝鮮人や中国人を殺害するなどの事件を起こしてもいる。だが、
大久保ではかかる負の歴史について目にすることはできない。その後騎兵連隊は戦車連隊に編
                                                                                                                                                                       
都』吉川弘文館、2015 年）を参照。 
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成替えされ、アジア・太平洋戦争ではビルマやガダルカナルでの戦闘に出動し、壊滅的な被害
を受けたという。習志野には他にも「習志野学校」と称された毒ガス兵器の研究開発や訓練の
ための施設が 1933 年に造られたが、現在は「動物慰霊之塔」や構造物の土台が部分的に残るの
みである。 
 市川の国府台には 1885 年、下士官を養成するために教導団が設置されたが、1899 年に廃止、
その後野砲兵第 16 連隊、第 15 連隊、第 14 連隊が相次いで設置、後に第 17 連隊、第 18 連隊が
増備された。この軍隊も関東大震災時に東京へ出動している。また、近隣の松戸には 1919 年、
陸軍工兵学校が設立されている。 
 
 
３．赤山地下壕と風船爆弾発射基地 
 
 一方、海軍関連の戦争関連遺跡としては、富津元洲堡塁砲台がある。1880 年代から東京湾の
防備を目的に建設された三つの砲台、第一海堡、第二海堡とともに建設されたものである。そ
の他、アジア・太平洋戦争末期には佐貫に地下工場が、金谷にも「本土決戦」のための地下壕
が建設された。また、この地域には、1936 年に開設した木更津航空隊や 1941 年に作られた第
二海軍航空廠などもあった。同様に海軍の航空基地が置かれた茂原や香取などには掩体壕が作
られ、その一部が現存している。 
 なお、海軍関連の施設として現存はしていないが、1915 年に完成した船橋の海軍東京無線電
信所船橋送信所跡の行田公園にはモニュメントとしての記念碑と説明板が残っている。また、
地図上でもその区画の一部が円形の道路としてはっきりと認められる。この送信所は、1923 年
の関東大震災時には朝鮮人に関する流言を発信し、また 1941年には「ニイタカヤマノボレ 1208」
の暗号電文でもって開戦の決定を打電したことでも知られる。 
 館山には 1930 年、館山海軍航空隊の基地が置かれた。この基地は、関東大震災時に隆起した
海岸と鷹ノ島、沖ノ島の会田を埋め立てられた場所に建設された。日中戦争以後、館山基地は
中国への侵略を行う前線基地として機能しており、アジア・太平洋戦争末期には上陸するアメ
リカ軍を迎え撃つための防衛陣地の強化が図られ、特攻隊の基地なども作られた。千葉県館山
市にある赤山地下壕も防衛の要としての機能を持ったと考えられる。 
 アジア・太平洋戦争において日本は、自然の洞穴を利用しあるいは掘削するなどして、指揮
所や兵器等の貯蔵庫、地下兵器工場などの軍事関連施設を各地に造ったことはよく知られてい
る。現在でも入れる著名な壕として、松代大本営地下壕、日吉台地下壕、浅川地下壕、糸数ア
ブチラガマ、轟の壕などが挙げられる。 
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 赤山地下壕もその一つであり、現在の館山市の海上自衛隊館山航空基地の近隣にある。頼忠
寺山（通称、赤山）の斜面に掘られた地下壕の総延長は、2 ㎞近くである。1930 年代の中ごろ
から掘られたという証言もある。 
 赤山地下壕は指令部や戦闘指揮所、兵舎、病院、発電所、航空機部品格納庫、兵器貯蔵庫、
燃料貯蔵庫の施設を内包する地下航空要塞的な機能を持っていたと分析されている（7）。ただし、
この地下壕については資料が極端に少なく住民の証言も多くないため、その詳細を知ることは
できない（8）。館山市のホームページでは、地下壕について次のように紹介されている。 
 
平成 16 年 4 月 1 日より、館山海軍航空隊赤山地下壕跡（通称：赤山地下壕）の一部が公
開されました。 
赤山地下壕は、合計した長さが約 1.6km と、全国的にみても大きな壕で、館山市を代表
する戦争遺跡のひとつです。 
昭和 10 年代のはじめに、ひそかに建設がはじまったという証言もありますが、今のとこ
ろ赤山地下壕に関する資料が、ほとんど確認されていないため、つくられた時期は、はっ
きりしていません。 
しかし、このような大きな地下壕が,1941（昭和 16）年の太平洋戦争開戦の前につくられ
た例はなく、当時の軍部が本格的に防空壕をつくりはじめたのは、1942（昭和 17）年より
後であることを、他地域の壕から知ることができます。 
また、全国各地につくられた大きな地下壕の壕と壕の間の長さは、一般的には 10～20m
以上（長野市松代大本営予定地の象山地下壕は 25m であるとされていますが、この赤山地
下壕は 5～10m と狭いうえ、計画的に掘られたとは考えにくく、そのつくりから見て、終
戦がさし迫った 1944（昭和 19）年より後に建設されたのではないかと考えられています。 
アメリカ軍の空襲が激しくなった太平洋戦争の終りの頃、この赤山地下壕が、館山海軍
航空隊の防空壕として使われていたことは、壕内にある発電所跡や、終戦間際に、この壕
の中で実際に館山海軍航空隊の事務をおこなったという体験や、病院の施設があったなど
の証言からうかがい知ることができます。（9） 
 
 ここに見られるように、全国で確認されている戦争利用を目的として掘削された地下壕の中
                                                                 
（7） 愛沢伸雄「赤山地下壕―秘密の地下航空基地要塞跡」（戦争遺跡保存全国ネットワーク編『戦争遺跡か
ら学ぶ』岩波ジュニア新書、2003 年）48～51 ページを参照。 
（8） 近代以降の館山およびその周辺の戦争遺跡については、前掲書のほか、NPO 法人安房文化遺産フォー
ラム（http://bunka-isan.awa.jp/）が詳しく紹介している。 
（9） http://www.city.tateyama.chiba.jp/syougaigaku/page001892.html（館山市「赤山地下壕跡の見学」サイトよ
り）。 
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ではかなり早期から作られたものとも考えられるが、
資料が少なく不明な点が多い。 
 風船爆弾の研究を行なったのは、1937 年に開設した
陸軍第九研究所（当初は陸軍科学研究所登戸実験場、
いわゆる登戸研究所）の第一科であり、風船爆弾の前
身となる中国東北地方からウラジオストク方面へ宣伝
ビラを撒く和紙製の気球の研究を行なっていた（10）。
風船爆弾が構想されたきっかけは、1942 年 4 月、空母
から発進した東京・名古屋・神戸への空襲であったと
いう。これに対して当初は潜水艦をアメリカに接近さ
せ、そこから風船爆弾を放つことを考えた。1943 年 2
月に一宮町で実験が行なわれ、直径 5m のものが飛ば
された。その後、日本軍の敗退の中で潜水艦による作
戦は不可能となり、いったん計画は立ち消えとなった
が、かわりに直接日本から気球を飛ばす構想が浮上、
より大きく長い距離を飛ばせる気球が開発された。 
 風船爆弾の形状は和紙をコンニャク糊で貼り合わせ
たもので、上層は 4～5 層、下層は 3 層の和紙で構成さ
れていた。直径は 10m、中には水素を詰めた。全国の和紙製造業者とコンニャク粉生産者が総
動員された。一つの製造所で 1 日 10 個が完成したが、原料不足と品質の問題より生産数には限
界があった（11）。 
 1944 年 5 月に 1 万個の製造を決定、製造場所としては国技館、歌舞伎座など大きな空間を持
つ施設が使われた。劇場の客席には舞台と同様に板が敷きつめられ、室内体育館のように改装、
女子学生や女子挺身隊員が動員された。憲兵からは「秘密を漏らしたら場合によっては死刑に
する」との内容の脅迫めいた訓示があったという（12）。 
 発射基地は福島県勿来、茨城県大津、千葉県一宮が選定された。陸軍第九研究所の雇員であっ
た伴繁雄の記録によれば、攻撃開始は同年 11 月 3 日の明治節、午前 5 時より一斉に発射すると
いう計画であった。この作戦は「富（ふ）号試験）」と呼ばれたが、勿来と大津では爆発事故を
                                                                 
（10） 渡辺賢二「陸軍登戸研究所の実相」（海野福寿、山田朗、渡辺賢二編『陸軍登戸研究所 隠蔽された謀
略秘密兵器開発』青木書店、2003 年）。以下、註記がない場合には本論文を参考としている。 
（11） 神田文人「太平洋戦争と千葉県」（前掲『千葉県の歴史』）。石橋正一『幻の本土決戦 房総半島の防衛 
第 5 巻』（千葉日報社、1991 年）。 
（12） 同上、『幻の本土決戦』。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伴繁雄『陸軍登戸研究所の真実 新装版』 
（芙蓉書房出版、2010 年）137 頁。 
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起こして見習士官が死傷するなど、打ち上げ任務は容易なものではなかった（13）。それでも、
これら 3 カ所の基地から約 9 千 3 百個の風船爆弾が発射されたという。一宮では 2 個中隊が 12
基の発射台を担当した。風船爆弾の落下場所としてはオレゴン州の 40 件、モンタナ州の 32 件、
ワシントン州で 25 件、カリフォルニア州で 25 件などが確認されている（14）。 
 風船爆弾の問題点として、石橋正一氏は次のことを挙げる。第一に、その目的を達成したか
どうかが日本側には不明であったことである。到達範囲はアラスカ、カナダ、メキシコを含み、
アメリカには 1 千個が着弾したと推定されているが、具体的な被害について日本では掴めな
かったようである。死者が出たのは、1945 年 5 月 5 日、オレゴン州で不発の爆弾に触れて成人
女性 1 人と 5 人の子どもが犠牲となった事件が唯一のものである。第二に、気流の関係で日本
に落下するなど、誤った方向へ飛ぶものがあったことである。大本営では「犠牲者が出ること
を恐れるな」と指令したという。第三に、資源不足の問題である。特に 1945 年 2 月 19 日の京
浜地区への空襲により、水素ガスを製造している昭和電工川崎工場、横浜工場を破壊され、自
前で製造していた大津以外の基地では水素ガスの供給が困難になった（15）。また、アメリカは
風船爆弾のなかに日本語が書かれたものがあったことや砂袋の分析により、風船爆弾の発射場
が日本であることが特定され、戦闘機などにより日本の洋上で風船爆弾が撃ち落とされるよう
にもなった。こうして 1945 年 4 月 29 日、風船爆弾の打ち上げは終了したのである。 
 以上のような「本土決戦」に関する記録にはいまだ不明な点が多い。それはいうまでもなく、
戦時期の資料の絶対的な不足によるものであり、諸施策の内容や住民や労働者・兵士などの動
員などについてより詳しく知るには、戦後の地域における聞き取り調査などに頼る他はない
（16）。日本人はもとより朝鮮人の戦時労働動員についても、どこにどれだけ配置されたか、ど
のような労働を課せられたかは不明確であり、朝鮮人労働者自身の証言や住民の証言に地域
的・部分的に表れるに過ぎない（17）。戦後 70 年を経過して、その実態を知ることはますます困
難になりつつある。 
                                                                 
（13） 伴繁雄『陸軍登戸研究所の真実 新装版』（芙蓉書房出版、2010 年）は、11 月 3 日に風船爆弾が発射
されたとするが、11 月 1 日に勿来で 6 人の死傷者、11 月 2 日に大津で 6 人が死傷する事故が発生し、
11 月 3 日の攻撃開始は 7 日まで延期されたとの指摘もある（前掲、「陸軍登戸研究所の実相」）。 
（14） 同上書。 
（15） 前掲、『幻の本土決戦』。 
（16） たとえば、塩崎龍雄『千葉県の終戦・占領秘話―新聞に出せなかった取材メモから』（私家版、1995
年）には、九十九里海岸における兵士たちの食糧不足や資材不足などの窮状や、住民への立ち退きの
強制など、生々しい話が記録されている。 
（17） 前掲、『千葉県の歴史』の第 4 編第 1 章 2 節「朝鮮人の同化政策」には千葉県各町村における朝鮮人の
人口と職業の推移について概観されている。千葉県日本韓国・朝鮮関係史研究会編著『千葉のなかの
朝鮮 歩いて知る朝鮮と日本の歴史』（明石書店、2001 年）、朝鮮人強制連行真相調査団編著『朝鮮人
強制連行調査の記録 関東編 1』（柏書房、2002 年）には、使役された朝鮮人の証言を含む分析がある。 
